
氏名 廣井　いずみ

学部担当科目

・犯罪心理学
・青年心理学
・カウンセリング実習Ⅱ
・臨床心理学基礎実習(一)、(二)
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ
・臨床心理学特殊講義(一)

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

 
・犯罪心理学特論
・臨床心理学特論Ⅱ
・臨床心理学査定演習Ⅰ
・臨床心理基礎実習
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

犯罪心理学会、司法福祉学会、心理臨床学会、家族心理学会、精神分析学会、思春期青
年期精神医学会、コミュニティー心理学会

非行少年の立ち直り支援、「居場所」からの青年期理解、青年期の親支援・コミュニ
ティー支援

学修に対する動機づけと達成感を高める工夫
毎回授業目標を明らかにし、それに向けた問いを発し、発表を促す。発表に対してポジ
ティブな面を見出し、フィードバックをすることを繰り返す。
その結果、発表に対して少しずつ能動的な姿勢がみられるようになった。

2016．10.10　保護者のつどい　東京会場にて、「社会につなぐ子育て　　 ー非行臨床
の現場から考えるー」と題して講演を行った。

大阪市立大学大学院生活科学研究科博士課程修了

博士(学術）

加害者臨床、司法福祉学、家族心理学、青年期心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費平成27年度基盤研究（Ｃ）　「人とつながる力」に焦点をあてた非行少年の
社会復帰支援に関する研究
更生保護施設退所少年及び更生保護施設施設長を対象にインタビューを行い、施設長の
インタビュー結果をまとめて、ポスター発表を行った。サンフランシスコにおける治療
共同体ディランシーストリートにおいて施設長と入所者にインタビューを行った。その
結果をまとめ、日米との比較で、共通してみられる社会復帰を可能にする支援について
探求する。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任、学生相談室運営委員、研究倫理委員、クリニック紀要編集委員、ブランディ
ング戦略委員、臨床心理クリニック相談員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・人間論



共同
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（学会発表）

①
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②

③

④

非行少年の社会復帰が困難である現
実に着目し、更生保護施設の施設長
を対象にインタビューし、抱える課
題と今後の社会復帰支援の在り方を
探った。社会復帰には、受け身の生
活態度から自律へと変容させていく
ことが肝要となり、「自立生活資金
の準備」が一役買っていることが示
された。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月
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